
 

参考 1 

参考資料１ 人口・世帯数の動向 
 

 市川市の人口は平成 21 年度から平成 24 年度まで減少傾向にありましたが、以降はゆ

るやかな増加傾向が続いています。 

 令和 3 年度に実施された将来人口推計によると、今後は人口がほぼ横ばいで推移し、令

和 12 年度の人口は令和 2 年度よりも約 3,600 人減少するものと予測されています。 

 

 
出典）市川市統計年鑑（世帯数および人口の推移）及び市川市の将来人口（令和 3 年度） 

  

図 人口と世帯数の動向 
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